平成25年度　コージェネ大賞　応募予定票
（民生用部門　又は　産業用部門）
平成25年　　月　　日

一般財団法人　コージェネレーション・エネルギー高度利用センター

理事長　柏木　孝夫　殿

　（代表応募者）　住　　所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　会社名等：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

平成25年度　コージェネ大賞に応募を予定し、下記の応募申請書類を準備中です。

	応募テーマ名：

(仮称でも可)

	概要

❏設置場所（都道府県）：

❏CGS容量（kW×台数）：

❏燃料：

❏導入（改善）時期（年月）：

❏応募概要（特徴）※応募概要を簡潔明瞭に記載して下さい。



	応募区分
	1)民生用部門　（①新設又は増設　②改善事例又はリプレース）

2)産業用部門　（①新設又は増設　②改善事例又はリプレース）

※該当する部門、カテゴリーに○印をつけて下さい。


連絡先　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　部署、役職名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　TEL　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　E-mail　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
送付先：一般財団法人　コージェネレーション・エネルギー高度利用センター

　　　　コージェネ大賞事務局（担当：森本）

　　　　E-mail：morimoto@ace.or.jp、FAX：03-3500-1613
平成25年度　コージェネ大賞　応募予定票
（技術開発部門）
平成25年　　月　　日

一般財団法人　コージェネレーション・エネルギー高度利用センター

理事長　柏木　孝夫　殿

　（代表応募者）　住　　所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　会社名等：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

平成25年度　コージェネ大賞に応募を予定し、下記の応募申請書類を準備中です。

	応募テーマ名：

(仮称でも可)

	概要：（応募内容を簡潔明瞭に記載して下さい。）

❏分類：製品・システム（原動機、排熱利用機器、その他（　　　　　　　））、

ビジネスモデル、その他（　　　　　　　　）

　　　　※該当する内容に○印をつけて下さい。

❏ターゲット市場　※家庭用、業務用等、可能な範囲で具体的に記載下さい。

❏応募概要（特徴）※応募概要を簡潔明瞭に記載して下さい。




連絡先　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　部署、役職名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　TEL　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　E-mail　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
送付先：一般財団法人　コージェネレーション・エネルギー高度利用センター

　　　　コージェネ大賞事務局（担当：森本）

　　　　E-mail：morimoto@ace.or.jp、FAX：03-3500-1613
平成25年度　コージェネ大賞　応募申請書
１．部門
　　民生用部門　・　産業用部門　・　技術開発部門　（いずれかに○をつけてください。）

２．カテゴリー：民生用部門又は産業部門に応募の場合
　　新設又は増設　・　改善事例又はリプレース　（いずれかに○をつけてください。）

平成　　年　　月　　日

一般財団法人コージェネレーション・エネルギー高度利用センター

　理事長　柏木　孝夫　殿

　　　　　　（申請者）住所

　　　　　　　　　　　個人名/会社名等

　　　　　　　　　　　代表者名（会社等で応募の場合）　　　　　　　　　　　　　　印

　　　　　　（申請者）住所

　　　　　　　　　　　個人名/会社名等

　　　　　　　　　　　代表者名（会社等へ応募の場合）　　　　　　　　　　　　　印

　　　　　　（申請者）住所

　　　　　　　　　　　個人名/会社名等

　　　　　　　　　　　代表者名（会社等へ応募の場合）　　　　　　　　　　　　　印

平成25年度「コージェネ大賞」に下記の件名で応募申請します。


　注）１）申請者欄について、単独で申請する場合は1か所のみ記入して下さい。申請者

が多い場合は適宜欄を増やして下さい。
　　　２）地域冷暖房に係る事例、又は家庭用に係る事例は民生用部門の扱いとなります。
　　　３）件名は、応募内容がわかりやすい名称として下さい。なお、公表時の件名については、事務局より個別に相談させていただくことがあります。
	連絡先
	申請会社等の名称
	

	
	連絡担当者所属部署
	

	
	連絡担当者役職
	

	
	連絡担当者氏名
	

	
	担当者所属部署の住所

電話、FAX、e-mail
	〒

TEL　　(　　　)　　　　　FAX　　(　　)

e-mail

	会社等の概要（業種、創立年月、資本金、従業員数、主な生産品、事業内容等）




	連絡先
	申請会社等の名称
	

	
	連絡担当者所属部署
	

	
	連絡担当者役職
	

	
	連絡担当者氏名
	

	
	担当者所属部署の住所

電話、FAX、e-mail
	〒

TEL　　(　　　)　　　　　FAX　　(　　)

e-mail

	会社等の概要（業種、創立年月、資本金、従業員数、主な生産品、事業内容等）




注）単独で申請する場合は、1か所のみ記入して下さい。申請者が多い場合は、適宜欄を増

やして下さい。
※ 以下は事務局使用欄です。

【民生用部門、産業用部門】
１．コージェネレーションの基本データ（申請対象の設備情報のみを記入して下さい。）
	
	1号機
	2号機
	3号機

	設置場所（住所）
	

	メーカー名
	
	
	

	原動機種類
	
	
	

	定格発電出力【kW】
	
	
	

	燃料種類（※1）
	
	
	
	
	
	

	定格燃料消費量【MJ/h】（※1）
	
	
	
	
	
	

	排熱利用用途（※2）
	
	
	

	定格効率【%】（※3）
	発電効率【%】
	
	
	

	
	排熱回収効率【%】
	
	
	

	逆潮の有無
	
	
	

	運用開始日（西暦）
	
	
	


注）
(※1)複数の燃料を、切替専焼や補助燃料として使用する場合は、使用燃料を複数記入して下さい。

(※2)排熱利用用途は、冷房、暖房、給湯等の用途を記入して下さい。
(※3)低位発熱量（真発熱量、LHV）基準で記入して下さい。また、廃熱を蒸気・温水の2種類で回収する場合、排熱回収効率は合計値で記入して下さい。
(※4)リプレースの場合は、リプレース前後の情報を記載して下さい。

（以下の項目について記入して下さい。各項目のスペースは自由です。）










別紙：一次エネルギー削減率の算定方法
【算出式】
（従来方式（※）における1次エネルギー原油換算量(kL/年)－CGSにおける1次エネルギー原油換算量(kL/年)）÷従来方式（※）における1次エネルギー原油換算量(kL/年)

注）CGS系内における省エネルギー計算です。

【一次エネルギー原油換算量（年間）】

	項目
	運転実績値
	一次エネルギー換算値（ｋL）

	従来方式
	商用電力（CGS有効発電量）
	　　　　MWh
	　　　　　ｋL

	
	排熱利用量

（※１）
	蒸気
	　　　　　GJ
	　　　　　ｋL

	
	
	温水
	　　　　　GJ
	　　　　　ｋL

	
	
	冷水
	　　　　　GJ
	　　　　　ｋL

	
	
	計
	　　　　　GJ
	　　　　　ｋL

	CGS方式
	燃料使用量（高位発熱量基準）
	　　　　　GJ
	　　　　　ｋL

	
	電力使用量
	０MWh
	０ｋL


（※１）排熱利用量の従来方式への換算は、システムに応じて算出して下さい。
　＜算出例＞

	項目
	換算
	効率
	計算例

	蒸気
	１．２２GJ/GJ
	82%
	排熱利用量(GJ)×1.22(GJ/GJ)

	温水
	１．２９GJ/GJ
	77.5%
	温水利用量(GJ)×1.29(GJ/GJ)

	冷水
	０．７７GJ/GJ
	1.3(C.O.P)
	冷水利用量(GJ)×0.77(GJ/GJ)


【算定緒元】

❏一次エネルギー換算係数

	電力
	０．２５２　ｋL/MWh

	熱量
	０．０２５８　kL/GJ


【定義】
	項目
	定義

	CGS有効発電効量
	CGS年間発電電力量－CGS補機の年間電力消費電力量

	排熱利用効量
	CGSの年間利用熱量

	燃料使用量
	高位発熱量基準


【技術開発部門】

（以下の項目について記入して下さい。各項目のスペースは自由です。）








件名





様式①





２．システムの特徴、評価してもらいたいポイント（要約）【必須】


注）1)応募内容全体についてまとめて下さい。


　　





３．新規性、先導性【該当する場合、記入】


注）従来事例とは異なる点、他への波及が期待できる点を中心に記載して下さい。CGS単独は勿論、CGSと他との組み合わせでも構いません。


　　








４．スマート性又は、面的利用【該当する場合、記入】


注）CGSを含む電力・熱の融通等によるエネルギーの高効率利用の有無、取組みの


多様性等を記載して下さい。ハード面だけでなく、運用面等での取組みでも結構


です。


　EX．・CGSを活用した電力・熱の建物間融通


　　　・EMS（エネルギーマネジメントシステム）、見える化、遠隔監視等を活用した省エネルギー性向上等への取り組み


　　　・再生可能エネルギーとの組み合わせ又はネットワーク化等








受付年月日　：　平成　　年　　月　　日


応募部門　　：　民生用部門　　産業用部門　　技術開発部門


応募対象区分：　新設又は増設　　改善事例又はリプレース


番　　　号　：





６－a．電力ピークカット率【必須】


注）1)コージェネレーションを導入した場合としない場合とのピークカット率を記載


　　※ピークカット率＝コージェネ有効発電量（定格発電量【kW】－補機使用電力量【kW】）


÷（契約電力【kW】＋コージェネ有効発電量【kW】）


　　※逆潮有の場合は、7~9月の尖頭時間帯（13時~16時）の平均逆潮電力【kW】を記載する。


　　2)直近1年間の運転実績又は、直近1ヶ月以上の運転実績と1年間の計画値を明


　　　示すること。後者の場合、運転実績と計画値とに乖離（10%以上目安）がある場


　　　合は、審査対象とならないケースがありますのでご留意下さい。


　　　





６－b．一次エネルギー削減率【必須】


　一次エネルギー削減率を、【別紙：一次エネルギー削減率の算定方法】に従って算定式を併せて記載して下さい。


注）1)CGSが「一次エネルギー削減に貢献していること」が応募条件です。


　　2)実運転ベースとします。


3) 直近1年間の運転実績又は、直近1ヶ月以上の運転実績と1年間の計画値を明


　　　示すること。後者の場合、運転実績と計画値とに乖離（10%以上目安）がある場


　　　合は、審査対象とならないケースがありますのでご留意下さい。


　　4)一次エネルギー削減率の算定方法　※詳細は、【別紙参照】


　　　（従来方式（※）における1次エネルギー原油換算量(kL/年)－CGSにおける


1次エネルギー原油換算量(kL/年)）÷従来方式（※）における1次エネルギー原油換算量(kL/年)


　　※CGS系内における省エネルギー計算です。








７．その他、特筆すべき事項【自由記述】


注）1)当該項目は、加点要素として評価します。


　　EX)・コージェネの有益性の外部への発信、地域と一体となった取組み等


　　　　・省エネルギー性、経済性向上等のための運用面等での工夫


　　　　・節電への貢献


　　　　・既設CGSの改善内容（既設CGSの改造・運用改善等による省エネルギー


性、経済性向上、防災性向上等。ハード面だけでなく、人によるグッドプラ


クティスも記載下さい。）


　　　　・ブランド価値向上に資するもの。


     2)省エネルギー性、経済性等定量的な効果がある改善については、可能な限り算定根拠を明示して下さい。








８．コージェネレーションシステム系統図【必須：別添でも可】





９．コージェネレーションシステム電気系統図【必須：別添でも可】





１０．その他


　①特許・実用新案、意匠に関する権利等の取得状況


　（国内、国外を問わずに取得済および申請中を含む。）





























②文献等への発表状況


　（文献名、発表年月日等）























　③受賞歴の有無


　（表彰を受けた機関および団体名、年月日、表彰種類等）





１．製品・システム又はビジネスモデルの特徴、評価してもらいたいポイント（要約）【必須】


注）応募内容全体についてまとめて下さい。











３．開発のプロセス（困難度・ハードルの高さ等）【必須】


注）開発のプロセスについて、開発体制、新しい発想や創意工夫した点、コストダウンへの対応、困難度やハードルの高さ及び、その対応策等を記載して下さい。








４．新規性、独創性【必須】


注）新たな視点に立った従来技術の改良・改善・組み合わせ又は、新技術の導入によって従来技術より先行した内容等について記載して下さい。








５．市場性、将来性【必須】


注）1)販売実績と、対象市場での普及期待効果（競合機種と比べた優位性を含む）につ


　　　いて可能な限り定量的に記載して下さい。


　　2)競合機種と比べた優位性については、経済性についても可能な限り定量的に記載


して下さい。


　　





６．その他、特筆すべき事項【自由記述】


注）当該項目は、加点要素として評価します。


　EX.・記載項目（１．~５．）以外の特長、訴求ポイント


・省資源性・リサイクル性


　　　・ブランド価値向上に資するもの








７．その他


　①特許・実用新案、意匠に関する権利等の取得状況


　（国内、国外を問わずに取得済および申請中を含む。）





























②文献等への発表状況


　（文献名、発表年月日等）























　③受賞歴の有無


　（表彰を受けた機関および団体名、年月日、表彰種類等）





様式②





５．防災性・電源セキュリティ性【該当する場合、記入】


注）ブラックアウトスタート、無負荷運転待機等、災害時・停電時等のCGSによる防災性・電源セキュリティ性の有無・程度（建物内の自立運転割合、建物外を含めた自立運転度合い等）を記載して下さい。非常時の燃料供給（都市ガスの場合は供給圧等、備蓄燃料の場合は燃料確保手段、多重化等の工夫点）、冷却水確保等や、非常時に備えた運用面を含めた取り組み等も記載して下さい。











２．技術又はビジネスモデル開発の目的（着眼点等）【必須】


注）開発に至った動機、開発の目的（ターゲット市場、市場規模含む）、着眼点・発想


　　等を記載下さい。


　　EX．）・ターゲット市場、市場規模


　　　　 ・どういう市場ニーズに対応したものか、訴求点


　　　　　（効率UP、コストダウン、セキュリティ向上等）








様式①
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